
ゴトー日アノマリーを活用した
買い戦略の作り方講座

【ドル円】



1ヶ月のうち5と10の付く
5日、10日、15日、20日、25日、30日を指します。

FXの相場では「ゴトー日にドル/円が上昇しやすい」という
アノマリーがあります。

ゴトー日とは



日本の輸入企業は支払いをドル建てで行うことが多く、決済日に円
をドルに両替する必要があります。

企業が決済処理を行うのがゴトー日に集中するケースが多く、ドル
が大量に買われるために実需のドル需要が多くなり、ドル円が円安
に振れやすい傾向にあるということです。

ゴトー日とは



ゴトー日とは

ゴトーロジックとは、

日本時間の午前9：55の仲値の決定に向かってドル円が上昇する値
動きのクセを狙ってトレードしようというものです。



【ゴトー日】
0時から9時55分の値動き



1 エントリー時間の選択

2 エグジット時間の選択

3 フィルターの設定（メインフィルター）

4 フィルターの設定（サブフィルター）

【売買戦略作りの手順】

5 利確、損切



ファンダ×季節性×テクニカル

フィルターはこの３つのを掛け合わせて
入れていきます。
これにより、高利回りの売買戦略を
目指していけます。



メインフィルタは、
入れる前と入れた後を比較して検証します。
サブフイルタは、ひっくり返して検証します。

サブフィルターはあえてフィッティング
させることで、今の相場の利益を狙っていく
ということができます。



この講座資料には、課題が①~⑥まであります。
それぞれの課題を検証しながら、
講座当日までに
売買戦略を完成させてみましょう。



①エントリー時間
②エグジット時間
③メインフィルター
    1.ゴトー日アノマリー

P20課題①

P21課題②

課題をこなしながら、売買戦略を作成してみましょう。

エントリー時間、エグジット時間を入力し、メインフィルターを検証して
「ロジック追加」をしてみましょう。

資料の説明を見ながら、エントリー時間を検証して、登録してみましょう。

①エントリー時間



④サブフィルター
　1.ボラティリティー・価格位置

課題をこなしながら、売買戦略を作成してみましょう。

資料の説明を見ながら、サブフィルターを検証し、優位性があったら、サブフィルターと
して登録してみましょう。

P24課題③
④サブフィルター
　3.期日
　4.イベント

期日とイベントの検証をして、優位性があったら、登録してみましょう。

P36課題④



課題をこなしながら、売買戦略を作成してみましょう。

⑤損切
⑥利確

損切と利確の数値をそれぞれ検証して、登録してみましょう。

P40課題⑤

スプレッド対策について

スプレッドが広いと、利回りや勝率などにどんな変化があるのか検証してみましょう。

P47課題⑥



売買戦略の作り方



【注文条件】まずは、注文条件を入力しましょう。

取引銘柄：検証したい取引銘柄を決める
取引サイズ：検証したい取引サイズを決める
スプレッド：使っている証券会社にあわせて入力

スプレッドは証券会社によって多少ことなります。
指標発表時、日足の切り替わりの時間はスプレッドが広がりやすい。
ギリギリの数値ではなく、多少余裕のある数値にしておくと、
検証結果よりも実取引の結果が極端に悪くなることを避けられる。



ロジック名：お好きな名前を登録
取引銘柄：FX:USDJPY
取引サイズ：0.1lot
スプレッド：2.0pips
手数料：0.00円

講座では、以下の設定で検証例を学んでいきます。



優位性のある時間帯は、売買戦略によっても異なります。
色んな時間の組み合わせを検証しましょう。

仮確定で入力して検証作業に進み、
あとでもう一度他の時間にずらして検証することを
繰り返して、優位性のある時間帯を探します。

1 エントリー時間の選択

2 エグジット時間の選択



①エントリー時間
NY市場B翌0:00~翌6:30夏調整有の始値で買い
②エグジット時間
1営業日経過後の東京市場仲値前8:00~10:00の
終値で決済

①、②を入力したら検証して「ロジック追加」
することで、
売買戦略の新規登録が出来ます。

①、②を入力しないと検証が出来ないので、
仮決めで進めていきます。

今回の講座では、以下の時間帯を検証していきましょう。



メインフィルターは入れる前と入れた後の成績を比較します。

【期日設定】ゴトー日

・ゴトー日の条件文を使ってゴトー日の検証をしてみましょう。

3 フィルターの設定（メインフィルター）



【期日設定】



エントリータイミングが当日の深夜0時になっています。
FXの場合、日処理のタイミングが7:00（夏時間6:00)の
ため0時を検証する場合は、
ゴトー日の条件文もは、「前日」を選択します。

課題①）ここまでの設定を入力・検証して
講座当日までに「ロジック追加」を           
してみましょう。　　　　                            



検証課題②）　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　  
ゴトー日戦略の場合、どのタイミングで　　　　　　   
エントリ―するかの選択で、利回りに違いが出ます。    
10時決済を基準にして、　　　　　　　　　　　　　　 
何時にエントリーしたらいいかを検証してみましょう。



4 フィルターの設定（サブフィルター）

サブフィルターはひっくり返して検証します。

✔期日フィルター
✔イベントフィルター

どちらから先にやるか、順番をバラバラにしない
それぞれ検証してみましょう。



サブフイルタは、ひっくり返して検証するので
「省く」イベントや期日の優位性を
見つけたい場合は、「のみ」で検証します。
そうすることで、省く部分のデータを分析する
ことができます。

優位性を見つけたら、「のみ」を
「省く」になおして、フィルターとして追加し
ます。



検証課題③）                                      　　　　　　　　　　　　 　　         
✔期日フィルター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
✔イベントフィルター　　　　　　　　　　　　　　　　　             　
を検証して、優位性を見つけたら「省く」を設定していきましょう。



優位性を見つけるには、
「のみ」で検証します。
そうすることで、省く部分の
データを分析することができます。

検証したデータのグラフが
右肩下がりであれば、
負ける傾向（優位性）があると
判断できます。
検証のポイント　　　　　　　　　　　　　　
✔右肩下がりになっているか　　　　　　　　
✔「一日だけ負けている」など傾向がないのに
　負けている日だけを外さない　　　　　　　

【期日データの検証例】

※これは参考例です。



優位性を見つけたら、「のみ」を
「省く」になおして、
フィルターとして追加します。

【期日データの検証例】

※これは参考例です。



期日データの検証課題

休日期間の検証をしてみましょう。

【各市場の休場日】
・東京市場休場日
・NY市場休場日
・ロンドン市場休場日
・フランクフルト市場休場日
・上海市場休場日

【お正月期間】
12月29日～1月3日　前後

【GW期間】
4月29日～5月6日　前後



期日データの検証課題

月末月初の検証をしてみましょう。

【月末月初】
月末・・25日を過ぎてから
月初・・アメリカ雇用統計まで（第一金曜日）
 
重要度の高い経済指標や要人発言が集中する。



期日について検証してみましょう。

検証結果から、
最大DDが来ている期間や、
運用実績が悪い期間の売買履歴を見て、
負ける傾向（優位性）が無いかを
検証してみましょう。

・●月●週目
・●月●曜日
・●週目●曜日
などの様々な組み合わせで
検証してみましょう。

期日データの検証課題

※これは参考例です。



期日について検証してみましょう。

検証結果から、
最大DDが来ている期間や、
運用実績が悪い期間の売買履歴を見て、
負ける傾向（優位性）が無いかを
検証してみましょう。

・●月●週目
・●月●曜日
・●週目●曜日
などの様々な組み合わせで
検証してみましょう。

期日データの検証課題

ここで様々な組み合わせで
検証し

優位性が見つかったら、
こちらでフィルターとして
追加する



優位性を見つけるには、
「のみ」で検証します。
そうすることで、省く部分の
データを分析することができます。

検証したデータのグラフが
右肩下がりであれば、
負ける傾向（優位性）があると
判断できます。

検証のポイント　　　　　　　　　　　　　　
✔右肩下がりになっているか　　　　　　　　
✔ファンダの影響を受ける　　　　　　　　　
✔ファンダの状況が変わった時には検証する　

【イベントデータの検証例】

※これは参考例です。



優位性を見つけたら、「のみ」を
「省く」になおして、
フィルターとして追加します。

【イベントデータの検証例】

※これは参考例です。



サブフィルターはひっくり返して検証します。

【ボラティリティー・価格位置】
・トレンドフォローで高値掴みをしないための条件文を
　価格位置を使って作る方法を学びましょう。

4 フィルターの設定（サブフィルター）



【ボラティリティー・価格位置】



最大高値 ( 100% )

最小安値 ( 0% )

【ボラティリティー・価格位置】の条件文の考え方

最大高値より上の●●％以上が上げすぎ

最大高値より下の●●％以下が下げすぎ





検証課題④）　　　　　　　 　　　　　  　　   　　　　
前日の日足の終値が、2日前から20日間の日足の　　　
最大高値と最小安値の価格帯中の＋●●％超だったら　
最大負けになるのかを調べましょう。                                   
＊100％超から上（105％、110％、、、）を検証していくのがコツです。　

①エントリータイミングより
前の時間帯でないと検証ができないので
「1日前」で検証してみましょう。

①で設定した日より前でないと検証が
出来ないので、「2日前」で検証してみま
しょう。

MAなどで一般的に使われる数値「20日間」で
検証してみましょう。



サブフィルターの優位性を見つけるには、
省く部分のデータを検証をします。

検証したデータのグラフが
右肩下がりであれば、
負ける傾向（優位性）があると
判断できます。

優位性を見つけたら、
「超」を「以下」になおして
フィルターとして追加します。

※これは参考例です。



サブフイルタは、ひっくり返して検証するので
「●●％以下」の条件文の優位性を
見つけたい場合は、「●●％超」で検証します。
そうすることで、省く部分のデータを分析する
ことができます。

優位性を見つけたら、「●●％超」を
「●●%以下」になおして、フィルターとして
追加します。



・利回りがどう変わるか
・ドローダウンがどう変わるか
確認しながら検証しましょう。
ワントレードリスクは許容範囲ですか？

5 利確、損切



検証課題⑤）                          　　　　　　　　　　              　　　 
利確幅と損切幅について、数値を検証し、　　　　　　　　　　
それぞれ設定してみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　
利確については、設定しない売買戦略があってもよいが、　　　
損切だけは、どんな売買戦略であっても必ず設定しましょう。 



【検証画面の見るポイント】

最大含み損
１回あたりの期待損益
年平均利回り
年平均トレード回数

※これは参考例です。



まとめ

ゴトー日アノマリーを活用した買い戦略の作り方
ボラティリティー・価格位置の条件文の使い方
期日設定・イベントの省き方



【売買戦略作成手順】

フ
ィ
ル
タ
ー
追
加
順

①エントリー時間
②エグジット時間
③メインフィルター
　1.ゴトー日アノマリー
④サブフィルター
　1.期日
　2.イベント
　3.ボラティリティー・価格位置
⑤損切
⑥利確



スプレッド対策



ゴトー日戦略（ドル円）

スプレッド：２

利回り　503.9%
勝率　　60.0%

検証例） 

※これは参考例です。



ゴトー日戦略（ドル円）

スプレッド：4

利回り　320.4%
勝率　　56.4%

検証例） 

スプレッドが倍になるだけで、                 
売買条件を変更していないのに                 
利回りや勝率が大きく下がってしまう。

※これは参考例です。



検証課題⑥）                          　　　　　　　　　　              　　       　 
ここまでの検証課題をこなしながら作り上げた売買戦略について、
スプレッドを倍の大きさにして入力して検証し、　　　　　     　　 
利回りや勝率の変化を比較してみましょう。　　　　　　　　　 　



運用の仕方
資金管理・ポートフォリオ



画面上の「資金管理」というボタンから
資金管理画面を開いてみましょう。　　 



①自分の許容できるリスクを入力



②作成した売買戦略について注文数量を入力



③検証ボタンを押す

④検証結果が出る



⑤合計運用資金が実際の運用資金以内に
収まっているか確認

リスクが自分の許容できる範囲になって
いるか確認する
金額が大きすぎるならロットを落とすな
ど対応する



ポートフォリオ



A +30 -20 +30 +30 -20 +50

B +30 -20 +30 +30 -20 +50

C +50 -50 +50 +50 -50 +50

+110 -90 +110 +110 -90 +150



同じ日に負けが重なってしまう売買戦略ばかり
運用していると、リスクが大きく、
メンタルも辛くなってしまうので、
ポートフォリオを組む時には、負けが分散できるように
意識してみましょう。



A +30 -20 +30 +30 -20 +50

B -20 +30 +30 +30 -20 +50

C +50 +50 -50 -50 +50 +50

合計 +60 +60 +10 +10 +10 +150



ロジツクソフトの画面では
「月間成績一覧」　　　　 
「週間成績一覧」                 
から、確認ができる            

✓を入れると、　　　　　　　　　
資金管理で設定した注文数量での
検証結果が見れます。　　　　　　



「総合成績」でプラスになっているか。　　　　　　　　 
同じ日に負けが重なっていないかをチェックしましょう。


